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平成３０年度 事 業 報 告 書

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで

Ⅰ．総 括 的 概 要

平成３０年度のわが国経済は、米中貿易摩擦による中国経済の減速や、豪雨、台風、地震等

、の自然災害に見舞われ、一時的に押し下げられたものの、企業収益や雇用環境の改善が続く中

個人消費も底堅く、自然災害からの復旧需要とも相俟って、景気は緩やかながらも回復基調で

推移し、景気拡大は戦後最長を更新したと見られている。

北海道経済も、年度当初から、国内外からの観光客の増加や堅調な個人消費・設備投資に支

えられ、持ち直し基調が続いていたが、９月６日の北海道胆振東部地震の発生により、道内ほ

ぼ全域に及ぶ長時間停電、交通網の麻痺といった事態に陥り、国内外からの観光客の減少や生

産活動の低下など一転して足踏みを余儀なくされた。

しかしながら 「北海道ふっこう割」による観光需要の回復、生産活動の持ち直し、復旧需要、

により、次第に終息に向かい、年明けには緩やかな回復基調に復帰することができた。

一方、人口減少が加速化する中、人手不足の一層の深刻化、後継者難、原材料価格・人件費

の上昇によるコスト高、消費税引き上げに伴う需要減等から、中小・小規模企業の経営環境の

悪化を懸念する声は多く、依然として景気の先行き不安を払拭できない状況が続いている。

また、ＪＲ北海道１３線区の見直しは、経済発展の基盤である交通体系を根幹から揺るがす

事態を招いている。

この様な状況にあって、本連合会は、全道４２商工会議所をはじめ関係機関・団体との密接

な連携の下、北海道経済の持続的な成長に向け、中小・小規模企業の活力強化、地域人材の確

保・育成、道内空港の利活用・整備促進、鉄路の維持・機能強化、北海道新幹線の札幌早期開

業、高規格幹線道路ネットワークの早期完成、国土強靭化、電力の安定需給等について要望し

た他、来道観光客の受入環境の整備促進を図るため 「外国人観光客受入強化に関する提言」を、

策定し、関係機関に提出した。

特に、北海道胆振東部地震発生に際しては、発生後間髪を入れず、災害復旧に関する緊急要

望を実施し、激甚災害の早期指定、電力の安定供給体制の確立、交通インフラ等の早期復旧、

風評被害対策等を強く求めた。

また、北海道の食・観光・文化を広く発信するため、東京・池袋において「北海道まるごと

フェアinサンシャインシティ」を開催した他、道内施設向けの多言語表示例の作成・公開、北

海道観光マスター検定の実施、就活支援システム「スキャナビ北海道」の運営、食の販路拡大

に向けた｢第５３回スーパーマーケットトレードショー２０１９｣への出展、ベトナムでの商談

会・販売会の開催、環境・エネルギービジネスに関するセミナー等の開催、商工会議所巡回訪

問の実施、経営指導員研修会の開催など、諸事業の推進に努めた。

さらに、北海道胆振東部地震復興支援事業として、道内各地への旅行を呼びかけるＰＲ広告

を新聞(全国版、全道版)や、航空会社３社機内誌等に掲載した。

以下、各事業を項目別に報告する。
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Ⅱ．事 項 別 状 況

１．定款・規程等

（１）定 款 変更なし

（２）規 程 変更なし

２．組 織

（１）会 員 道内４２商工会議所

（２）特 別 会 員 ２３５名

（３）委 員 会

○政策委員会

委 員 長 永 田 正 記 （北 見 会頭）

副委員長 新 谷 龍一郞 （旭 川 会頭）

副委員長 山 本 秀 明 （小 樽 会頭）

副委員長 久 保 俊 幸 （函 館 会頭）

副委員長 栗 林 定 正 （釧 路 会頭）

副委員長 髙 橋 勝 坦 （帯 広 会頭）

副委員長 栗 林 和 徳 （室 蘭 会頭）

副委員長 宮 本 知 治 （苫小牧 会頭）

委 員 札幌、岩見沢、留萌、網走、稚内、滝川、紋別、名寄、富良野、江別、

岩内、千歳、登別

○産業振興委員会

委 員 長 安孫子 建 雄 （江 別 会頭）

副委員長 富 岡 正 幸 （深 川 会頭）

副委員長 其 田 勝 則 （砂 川 会頭）

副委員長 渡 辺 博 行 （遠 軽 会頭）

副委員長 鈴 木 勉 （士 別 会頭）

副委員長 中 山 尚 志 （余 市 会頭）

委 員 札幌、小樽、旭川、室蘭、北見、留萌、網走、苫小牧、伊達、倶知安、

芦別、上砂川、美幌、赤平、留辺蘂

○中小企業委員会

委 員 長 片 岡 一 道 （紋 別 会頭）

副委員長 伊 藤 新 吉 （ 森 会頭）

副委員長 岩 渕 健 悦 （上砂川 会頭）

副委員長 西 出 勝 利 （赤 平 会頭）

副委員長 加 藤 建 一 （留辺蘂 会頭）

委 員 函館、岩見沢、留萌、網走、稚内、滝川、栗山、名寄、富良野、江別、

余市、岩内、浦河、夕張、歌志内、恵庭
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○観光振興委員会

委 員 長 木 村 義 恭 （登 別 会頭）

副委員長 古谷野 環 （美 唄 会頭）

副委員長 阿 部 和 則 （倶知安 会頭）

副委員長 上 田 正 則 （浦 河 会頭）

副委員長 後 藤 哲 也 （美 幌 会頭）

委 員 札幌、小樽、函館、旭川、釧路、帯広、北見、根室、稚内、深川、名寄、

伊達、夕張、千歳、恵庭、石狩

○地域開発委員会

委 員 長 荒 木 毅 （富良野 会頭）

副委員長 山 本 連治郎 （根 室 会頭）

副委員長 松 原 正 和 （栗 山 会頭）

副委員長 染 谷 純 一 （歌志内 会頭）

副委員長 三津橋 昌 博 （石 狩 会頭）

委 員 室蘭、釧路、帯広、岩見沢、苫小牧、滝川、紋別、砂川、遠軽、森、士別、

美唄、岩内、芦別、千歳、登別

○環境対策委員会

委 員 長 松 原 正 和 （栗 山 会頭）

副委員長 北 村 讓 二 （網 走 会頭）

副委員長 藤 田 健 慈 （名 寄 会頭）

副委員長 伊 藤 新 吉 （ 森 会頭）

委 員 函館、旭川、室蘭、留萌、稚内、紋別、伊達、遠軽、岩内、美幌、恵庭、

石狩

○地域主権推進委員会

委 員 長 藤 井 謙 和 （滝 川 会頭)

副委員長 渡 辺 博 行 （遠 軽 会頭）

副委員長 古谷野 環 （美 唄 会頭）

副委員長 上 田 正 則 （浦 河 会頭）

委 員 小樽、函館、旭川、網走、苫小牧、根室、富良野、芦別、夕張、留辺蘂、

千歳、登別

○国際経済交流委員会

委 員 長 中 田 伸 也 （稚 内 会頭）

副委員長 山 本 連治郎 （根 室 会頭）

副委員長 阿 部 和 則 （倶知安 会頭）

副委員長 瀧 澤 順 久 （千 歳 会頭）

委 員 札幌、小樽、函館、旭川、室蘭、釧路、帯広、北見、網走、苫小牧、夕張、

赤平、登別、恵庭、石狩

○運営委員会

委 員 長 廣 田 恭 一 （道商連 専務理事）

副委員長 松 倉 敏 郎 （旭 川 専務理事）

副委員長 山 﨑 範 夫 （小 樽 専務理事）

副委員長 酒 井 康 次 （函 館 専務理事）

副委員長 川 村 修 一 （釧 路 専務理事）

委 員 札幌、室蘭、帯広、北見、苫小牧、稚内、滝川、倶知安、千歳
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（４）役 員

会 頭 岩 田 圭 剛 （札 幌 会頭）

副 会 頭 新 谷 龍一郎 （旭 川 会頭）

副 会 頭 山 本 秀 明 （小 樽 会頭）

副 会 頭 久 保 俊 幸 （函 館 会頭）

副 会 頭 栗 林 定 正 （釧 路 会頭）

副 会 頭 永 田 正 記 （北 見 会頭）

副 会 頭 髙 橋 勝 坦 （帯 広 会頭）

副 会 頭 栗 林 和 徳 （室 蘭 会頭）

副 会 頭 宮 本 知 治 （苫小牧 会頭）

専務理事 廣 田 恭 一

常 議 員 安孫子 建 雄 （江 別 会頭）

常 議 員 荒 木 毅 （富良野 会頭）

常 議 員 瀧 澤 順 久 （千 歳 会頭）

常 議 員 中 田 伸 也 （稚 内 会頭）

常 議 員 藤 井 謙 和 （滝 川 会頭）

常 議 員 辻 庄 嗣 （岩 内 会頭）

常 議 員 藤 田 健 慈 （名 寄 会頭）

常 議 員 片 岡 一 道 （紋 別 会頭）

常 議 員 北 村 讓 二 （網 走 会頭）

常 議 員 塚 本 壽三郎 （留 萌 会頭）

常 議 員 松 浦 淳 一 （岩見沢 会頭）

常 議 員 木 村 義 恭 （登 別 会頭）

監 事 寿 浅 弘 幸 （伊 達 会頭）

監 事 中 泉 澄 男 （恵 庭 会頭）

監 事 坂 田 憲 正 （芦 別 会頭）

常務理事 佐 藤 季 規

（５）名 誉 会 頭 伊 藤 義 郎 （元会頭）

高 向 巌 （前会頭）

（６）顧 問 高 橋 はるみ （北海道知事）

水 島 徹 治 （北海道開発局長）

志 村 仁 （北海道財務局長）

片 桐 聡 （札幌国税局長）

大 髙 豪 太 （北海道運輸局長）

古 川 浩 人 （北海道防衛局長）

田 浦 正 人 （陸上自衛隊北部方面総監）

小 髙 咲 （日本銀行札幌支店長）

松 嶋 一 重 （日本政策投資銀行北海道支店長）

大 本 浩一郎 （日本政策金融公庫札幌支店長）

阪 口 修 （商工組合中央金庫札幌支店長）

髙 橋 賢 友 （北海道経済連合会会長）

石 井 純 二 （北海道経済同友会代表幹事）

（７）特 別 顧 問 星 野 恭 亮 （札 幌 副会頭）

似 鳥 昭 雄 （札 幌 副会頭）

大 槻 博 （札 幌 副会頭）

勝 木 紀 昭 （札 幌 副会頭）

紫 藤 正 行 （札 幌 副会頭）

柴 田 龍 （札 幌 副会頭）
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（８）参 与 堀 北 朋 雄 （元専務理事）

向 井 慎 一 （元専務理事）

荒 木 啓 文 （元専務理事）

菊 嶋 明 廣 （前専務理事）

光 地 勇 一 （元常務理事）

佐々木 義 之 （元常務理事）

３．事 務 局

（１）事 務 局 長 守 山 泰 史

（２）事 務 局 男性１１名 女性４名 計１５名

４．庶 務

（１）文 書 発信文書 １５０件

受信文書 １，４１４件

５．会 議

（１）総会・常議員会

○第１７７回常議員会・第１８６回通常会員総会合同会議

日 時 平成３０年６月７日（木）

場 所 京王プラザホテル札幌

出席者 会 員 ４２名

特別会員 ７１名

来 賓 他 ５名

付議事項 議案第１号 平成２９年度事業報告（案）について

議案第２号 平成２９年度収支決算（案）について

議案第３号 第６８回全道商工会議所大会提出議案について

議案第４号 役員の選任について

議案第５号 副委員長の委嘱について

議案第６号 顧問の委嘱について

議案第７号 特別会員の加入について

表 彰 北海道商工会議所連合会表彰規程による表彰

第１条表彰 １２商工会議所 １１名

第３条表彰 ４２商工会議所 ３４６名

第５条表彰 ３１商工会議所１連合会 ６０名

○第１７８回常議員会・第１８７回会員総会合同会議

日 時 平成３１年３月１５日（金）

場 所 札幌パークホテル

出席者 会 員 ４２名

特別会員 ７８名

来 賓 他 ３名

付議事項 議案第１号 ２０１９年度事業計画（案）について

議案第２号 ２０１９年度収支予算（案）について

議案第３号 顧問の委嘱について

議案第４号 特別会員の加入について
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（２）監 査 会

○平成２９年度事業監査会

日 時 平成３０年６月７日（木）

場 所 京王プラザホテル札幌

出席監事 寿 浅 弘 幸 （伊 達 会頭）

中 泉 政 男 （恵 庭 会頭）

坂 田 憲 正 （芦 別 会頭）

（３）委 員 会

○第１回政策委員会・合同委員会

日 時 平成３０年６月７日（木）

場 所 京王プラザホテル札幌

出席者 ８０名

協議事項 １．第６８回全道商工会議所大会提出議案（案）について

２．北海道成長戦略ビジョン外国人観光客受入強化に関する提言（最終案）

について

○第２回政策委員会・合同委員会

日 時 平成３１年３月１５日（金）

場 所 札幌パークホテル

出席者 ７１名

協議事項 １．２０１９年度事業計画(案）について

（４）会頭・副会頭会議

○第１回会頭・副会頭会議

日 時 平成３０年６月７日（木）

場 所 京王プラザホテル札幌

出席者 １４名

協議事項 １．道商連第１７７回常議員会・第１８６回通常会員総会合同会議について

○第２回会頭・副会頭会議

日 時 平成３１年３月１５日（金）

場 所 札幌パークホテル

出席者 １６名

協議事項 １．道商連第１７８回常議員会・第１８７回会員総会合同会議について

（５）専務理事会議

○第２４０回全道商工会議所専務理事会議

日 時 平成３０年５月１４日（月）

場 所 ホテルモントレエーデルホフ札幌

出席者 ４１名

協議事項 １．第６８回全道商工会議所大会について

２．次回全道商工会議所大会開催地について

３．道商連表彰規程に基づく平成３０年度表彰について

説 明 全国健康保険協会インセンティブ（報奨金）制度について

全国健康保険協会北海道支部長 大 場 久 夫 氏

○第２４１回全道商工会議所専務理事会議

日 時 平成３０年８月２１日（火）～２２日（水）

場 所 留萌産業会館
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出席者 ３６名

協議事項 １．第５３回北海道・東北商工会議所連絡会議について

説 明 留萌市の現状と将来展望について

留萌市長 中 西 俊 司 氏

○第２４２回全道商工会議所専務理事会議

日 時 平成３１年１月３０日（水）

場 所 ニューオータニイン札幌

出席者 ４２名

協議事項 １．平成３１年度事業計画（案）について

２．平成３１年度会費徴収（案）について

（６）事務局長会議

○全道商工会議所事務局長会議

日 時 平成３０年１１月８日（木）～９日（金）

場 所 グリーンピア大沼

出席者 ４１名

説 明 １．最近の森地域の概要について

森商工会議所 会頭 伊 藤 新 吉 氏

２．商工会議所の危機管理・ＢＣＰ対策について

日本商工会議所 総務部長 山 内 清 行 氏

３．道商連からの情報提供

産業視察

６．事 業 活 動

（１）地域経済活性化に向けた成長戦略の実行

（イ）建議・要望

１．要 望 日 平成３０年４月２１日（土）

要 望 先 西村内閣官房副長官、自由民主党本道選出国会議員

要 望 者 岩田会頭、久保副会頭(函館会頭)

要望項目 中小・小規模企業の活力強化について

北海道開発事業予算の確保について

国土強靱化の推進について

地域人材の確保・育成の推進について

外国人観光客受入体制の整備促進について

道内空港の利活用促進並びに整備促進について

鉄路の維持・存続並びに機能強化について

北海道新幹線の札幌早期開業と開業効果拡大について

高規格幹線道路ネットワークの早期完成について

国道・道道、港湾等の整備促進について

冬季オリンピック・パラリンピックの招致について

電力の安定需給について

まちづくり対策の推進について

医療体制の再構築について

国際貿易交渉への対応について

北方領土問題の解決並びにロシアとの経済交流の促進について
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２．要 望 日 平成３０年４月２８日（土）

要 望 先 自由民主党本道選出国会議員

要 望 者 岩田会頭

要望項目 中小・小規模企業の活力強化について

北海道開発事業予算の確保について

国土強靱化の推進について

地域人材の確保・育成の推進について

外国人観光客受入体制の整備促進について

道内空港の利活用促進並びに整備促進について

鉄路の維持・存続並びに機能強化について

北海道新幹線の札幌早期開業と開業効果拡大について

高規格幹線道路ネットワークの早期完成について

国道・道道、港湾等の整備促進について

冬季オリンピック・パラリンピックの招致について

電力の安定需給について

まちづくり対策の推進について

医療体制の再構築について

国際貿易交渉への対応について

北方領土問題の解決並びにロシアとの経済交流の促進について

３．要 望 日 平成３０年７月７日（土）

要 望 先 牧野北海道経済産業局長、高橋北海道知事、自由民主党、公明党、

本道選出国会議員

要 望 者 岩田会頭 他

要望項目 第６８回全道商工会議所大会決議事項

・中小・小規模企業の活力強化について

・地域人材の確保・育成の推進について

・外国人観光客受入体制の整備促進について

・道内空港の利活用促進並びに整備促進について

・鉄路の維持並びに機能強化について

・北海道新幹線の札幌早期開業と開業効果拡大について

・高規格幹線道路ネットワークの早期完成について

・国道・道道、港湾等の整備促進について

・医療体制の再構築について

・まちづくり対策の推進について

・地域振興対策と地域を支える国土強靭化の推進について

・電力の安定需給について

・国際貿易交渉への対応について

・北海道開発の枠組み堅持について

・北方領土問題の解決並びにロシアとの経済交流の促進について

４．要 望 日 平成３０年７月８日（日）

要 望 先 伊達参議院議長、岸田自由民主党政務調査会長、本道選出国会議員

要 望 者 岩田会頭 他

要望項目 第６８回全道商工会議所大会決議事項
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５．要 望 日 平成３０年７月１２日（木）

要 望 先 和泉北海道開発局長、牧野北海道経済産業局長、阪本北海道運輸局次長、

高橋北海道知事、

依田鉄道建設・運輸施設整備支援機構北海道新幹線建設局長、

島田北海道旅客鉄道株式会社代表取締役社長 他

要 望 者 岩田会頭、木村観光振興委員長(登別会頭)、

阿部観光振興副委員長(倶知安会頭)、上田観光振興副委員長(浦河会頭)

要望項目 第６８回全道商工会議所大会決議事項

・中小・小規模企業の活力強化について

・地域人材の確保・育成の推進について

・外国人観光客受入体制の整備促進について

・道内空港の利活用促進並びに整備促進について

・鉄路の維持並びに機能強化について

・北海道新幹線の札幌早期開業と開業効果拡大について

・高規格幹線道路ネットワークの早期完成について

・国道・道道、港湾等の整備促進について

・医療体制の再構築について

・まちづくり対策の推進について

・地域振興対策と地域を支える国土強靭化の推進について

・電力の安定需給について

・国際貿易交渉への対応について

・北海道開発の枠組み堅持について

・北方領土問題の解決並びにロシアとの経済交流の促進について

外国人観光客受入強化に関する提言

６．要 望 日 平成３０年７月１８日（水）

要 望 先 石井国土交通大臣

要 望 者 岩田会頭 他

要望項目 本道における持続的な鉄道網の確立について

７．要 望 日 平成３０年７月１９日（木）

要 望 先 上野財務副大臣、西銘経済産業副大臣、田村観光庁長官、

国土交通省 田村北海道局長、石川道路局長、藤井鉄道局長、

自由民主党 竹下総務会長、林幹事長代理、本道選出国会議員

要 望 者 岩田会頭、山本副会頭(小樽会頭)、久保副会頭(函館会頭)、

栗林副会頭(釧路会頭)、永田副会頭(北見会頭)、髙橋副会頭(帯広会頭)、

栗林副会頭(室蘭会頭)、宮本副会頭(苫小牧会頭)、

安孫子常議員(江別会頭)、荒木常議員(富良野会頭)、

中田常議員(稚内会頭)、片岡常議員(紋別会頭)、松浦常議員(岩見沢会頭)

木村常議員(登別会頭) 他

要望項目 第６８回全道商工会議所大会決議事項

・中小・小規模企業の活力強化について

・地域人材の確保・育成の推進について

・外国人観光客受入体制の整備促進について

・道内空港の利活用促進並びに整備促進について

・鉄路の維持並びに機能強化について

・北海道新幹線の札幌早期開業と開業効果拡大について

・高規格幹線道路ネットワークの早期完成について

・国道・道道、港湾等の整備促進について

・医療体制の再構築について
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・まちづくり対策の推進について

・地域振興対策と地域を支える国土強靭化の推進について

・電力の安定需給について

・国際貿易交渉への対応について

・北海道開発の枠組み堅持について

・北方領土問題の解決並びにロシアとの経済交流の促進について

８．要 望 日 平成３０年８月７日（火）

要 望 先 世耕経済産業大臣

要 望 者 岩田会頭

要望項目 第６８回全道商工会議所大会決議事項

・中小・小規模企業の活力強化について

・地域人材の確保・育成の推進について

・外国人観光客受入体制の整備促進について

・道内空港の利活用促進並びに整備促進について

・鉄路の維持並びに機能強化について

・北海道新幹線の札幌早期開業と開業効果拡大について

・高規格幹線道路ネットワークの早期完成について

・国道・道道、港湾等の整備促進について

・医療体制の再構築について

・まちづくり対策の推進について

・地域振興対策と地域を支える国土強靭化の推進について

・電力の安定需給について

・国際貿易交渉への対応について

・北海道開発の枠組み堅持について

・北方領土問題の解決並びにロシアとの経済交流の促進について

９．要 望 日 平成３０年８月２０日（月）

要 望 先 菅内閣官房長官

要 望 者 岩田会頭

要望項目 第６８回全道商工会議所大会決議事項

・中小・小規模企業の活力強化について

・地域人材の確保・育成の推進について

・外国人観光客受入体制の整備促進について

・道内空港の利活用促進並びに整備促進について

・鉄路の維持並びに機能強化について

・北海道新幹線の札幌早期開業と開業効果拡大について

・高規格幹線道路ネットワークの早期完成について

・国道・道道、港湾等の整備促進について

・医療体制の再構築について

・まちづくり対策の推進について

・地域振興対策と地域を支える国土強靭化の推進について

・電力の安定需給について

・国際貿易交渉への対応について

・北海道開発の枠組み堅持について

・北方領土問題の解決並びにロシアとの経済交流の促進について

10．要 望 日 平成３０年９月１１日（火）

要 望 先 世耕経済産業大臣

要 望 者 岩田会頭
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要望項目 「平成３０年北海道胆振東部地震」災害復旧に関する緊急要望

・中小企業対策

・観光対策

・電力の安定供給

・計画停電の回避

11．要 望 日 平成３０年９月１６日（日）

要 望 先 二階自由民主党幹事長、自由民主党本道選出国会議員 他

要 望 者 岩田会頭

要望項目 「平成３０年北海道胆振東部地震」災害復旧に関する緊急要望

・激甚災害の早期指定、並びに｢激甚災害指定｣されない地域への支援制度

の創設

・冬期間に向けた電力の安定確保、並びに中長期的視点に立った電力の安

定供給体制の確立

・交通インフラ等の早期復旧、並びに国土強靱化の推進

・風評被害の長期化を回避するための迅速な対策の実施

12．要 望 日 平成３０年９月１８日（火）

要 望 先 本道選出国会議員 他

要 望 者 岩田会頭

要望項目 「平成３０年北海道胆振東部地震」災害復旧に関する緊急要望

・激甚災害の早期指定、並びに｢激甚災害指定｣されない地域への支援制度

の創設

・冬期間に向けた電力の安定確保、並びに中長期的視点に立った電力の安

定供給体制の確立

・交通インフラ等の早期復旧、並びに国土強靱化の推進

・風評被害の長期化を回避するための迅速な対策の実施

13．要 望 日 平成３０年９月２５日（火）

要 望 先 菅内閣官房長官、竹下自由民主党総務会長、山口公明党代表

本道選出国会議員

要 望 者 岩田会頭（経済８団体合同）

要望項目 「平成３０年北海道胆振東部地震」に関する緊急要望

・風評被害の長期化を回避するための迅速な対策の実施

・被災した中小・小規模企業への事業再開に向けた支援

・激甚災害の早期指定、並びに｢激甚災害指定｣されない地域への支援強化

・冬期間に向けた電力の安定確保、並びに中長期的視点に立った電力の安

定供給体制の確立

・交通インフラ等の早期復旧、並びに国土強靱化の推進

14．要 望 日 平成３０年１０月１９日（金）

要 望 先 自由民主党北海道支部連合会

要 望 者 岩田会頭

要望項目 ２０１９（平成３１）年度予算編成に向けた要望

・地震災害からの早期復旧・復興について

・中小・小規模企業の活力強化について

・北海道開発事業予算の確保について

・国土強靱化の推進について

・地域人材の確保・育成の推進について

・外国人観光客受入体制の整備促進について
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・道内空港の利活用促進並びに整備促進について

・鉄路の維持並びに機能強化について

・北海道新幹線の札幌早期開業と開業効果拡大について

・高規格幹線道路ネットワークの早期完成について

・国道・道道、港湾等の整備促進について

・冬季オリンピック・パラリンピックの招致について

・電力の安定需給について

・まちづくり対策の推進について

・医療体制の再構築について

・国際貿易交渉への対応について

・北方領土問題の解決並びにロシアとの経済交流の促進について

小規模企業振興対策予算の拡充に関する要望

15．要 望 日 平成３０年１０月２７日（土）

要 望 先 二階自由民主党幹事長、自由民主党本道選出国会議員

要 望 者 岩田会頭

要望項目 ２０１９（平成３１）年度予算編成に向けた要望

16．要 望 日 平成３０年１０月３１日（水）

要 望 先 磯崎経済産業副大臣 他

要 望 者 岩田会頭

要望項目 「平成３０年北海道胆振東部地震」災害復旧に関する緊急要望

・冬期間に向けた電力の安定確保、並びに中長期的視点に立った電力の安

定供給体制の確立

・災害に強い物流システムの再構築、交通インフラの強靱化

・ 損害補填」等を含めた支援制度、自家発電やＢＣＰ導入に対する「

支援措置

・消費税引き上げに伴う経済対策の実施、軽減税率導入に対する支援、

インボイス制度に対する慎重な検討

17．要 望 日 平成３０年１１月８日（木）

要 望 先 鈴木財務副大臣、自由民主党、公明党、本道選出国会議員 他

要 望 者 佐藤常務理事 他

要望項目 北海道「命のみち」づくりを求める臨時大会決議事項要望

・平成３０年台風２１号、北海道胆振東部地震等による被災地の速やかな

復旧・復興

・近年激甚化する災害に備え、ダブルネットワークの構築や冬期交通確保

も含めた支援体制充実などの事前防災・減災対策の推進

・地方創生及び国土強靱化に資する社会資本整備予算を確保するため、必

要不可欠な老朽化対策予算の別枠確保

・安全で安心な交通を確保するため除排雪をはじめとする維持管理の充実

強化

・未だ北海道内の拠点間を接続していない高規格幹線道路等の早期整備

及び未着手区間の早期事業化

・道東自動車道の早期４車線化及び暫定２車線区間の正面衝突事故防止対

策など高規格幹線道路の供用区間の機能強化

・高速道路料金の事業者向け割引の継続

・重要物流道路制度を契機としたネットワークの強化及び補助事業による

重点整備並びに特車通行許可の迅速化

・幹線道路の渋滞対策及び生活道路等の安全対策、無電柱化の推進並びに
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自転車利用環境の創出

・ＳＡ・ＰＡ、道の駅、バスターミナルなど利用拠点の機能強化及び

スマートＩＣ等の整備

18．要 望 日 平成３０年１１月２１日（水）

要 望 先 安藤中小企業庁長官、田端観光庁長官、

国土交通省 菊地技監、和泉北海道局長、蒲生鉄道局長、

自由民主党、本道選出国会議員

要 望 者 岩田会頭、久保副会頭(函館会頭)、栗林副会頭(室蘭会頭)、

中田常議員(稚内会頭)、木村常議員(登別会頭)、

柴田特別顧問(札幌副会頭) 他

要望項目 ２０１９（平成３１）年度予算編成に向けた要望

19．要 望 日 平成３０年１１月２７日（火）

要 望 先 水島北海道開発局長、高橋北海道知事 他

要 望 者 岩田会頭 他

要望項目 ２０１９（平成３１）年度予算編成に向けた要望

小規模企業振興対策予算の拡充に関する要望

20．要 望 日 平成３０年１２月８日（土）

要 望 先 公明党北海道本部

要 望 者 岩田会頭

要望項目 ２０１９（平成３１）年度予算編成に向けた要望

小規模企業振興対策予算の拡充に関する要望

21．要 望 日 平成３１年１月２４日（木）

要 望 先 国土交通省 田中大臣政務官、池田道路局長、本道選出国会議員、

ＮＥＸＣＯ東日本

要 望 者 髙橋副会頭(帯広会頭)、佐藤常務理事 他

要望項目 北海道高規格幹線道路整備促進に関する緊急要望

（ロ）懇談会等

○日本商工会議所と北海道ブロック商工会議所との懇談会

日 時 平成３０年６月２１日（木）

場 所 札幌パークホテル

出席者 １８１名

意見発表 １．鉄路存廃問題並びに７空港民間委託について 北見永田会頭

２ 「知産志食しりべし」プロジェクトについて 小樽山本会頭．

３．人口減少時代におけるまちづくりについて 名寄藤田会頭

４．外国人観光客受入強化に関する提言並びに

室蘭・伊達・登別魅力再発見プロジェクトについて 恵庭中泉会頭

○北海道知事等との政策懇談会

日 時 平成３０年１１月２７日（火）

場 所 京王プラザホテル札幌

出席者 ７７名

懇談事項 １．鉄路の見直しに伴う今後の方針について

２．空港民間委託に伴う諸施策の展開について

３．中小企業支援について
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○北海道開発局長等との政策懇談会

日 時 平成３０年１１月２７日（火）

場 所 京王プラザホテル札幌

出席者 ７１名

懇談事項 １．生産性向上に資する社会資本整備について

２．防災・減災・災害復旧等、国土強靱化の推進

３．新たな公共交通網形成に向けた交通政策の今後の方向性

○道商連正副会頭・委員長政策懇談会

日 時 平成３１年１月２９日（火）

場 所 札幌グランドホテル

出席者 ２５名

懇談事項 １．道商連平成３１年度事業計画（素案）について

説 明 １．中小企業・小規模事業者対策の重点施策について

北海道経済産業局 産業部次長 三 木 一 弘 氏

２．北海道胆振東部地震に係る電力需給関連について

北海道経済産業局 資源エネルギー環境部電力事業課長

立 野 雅 樹 氏

３．観光・ＩＲに対する道の取り組みについて

北海道経済部 観光局誘客担当局長 槇 信 彦 氏

４．外国人材受け入れに対する道の取り組みについて

北海道経済部 労働政策局雇用労政課長 水 口 伸 生 氏

（ハ）北海道まるごとフェアinサンシャインシティの開催

本道産業の主軸である「食 ・ 観光」や文化について広く発信するため、池袋サンシャイ」「

ンシティにおいて各地域の特産品の販売、ステージでのご当地ＰＲ、観光情報の発信、ウィ

ンタースポーツやアイヌ文化の体験イベントを実施

日 時 平成３０年１０月１２日（金）～１４日（日）

場 所 東京都池袋 サンシャインシティ

来場者数 ４２，９４０名

物産展出店数 ６５ブース

北海道まるごとフェアinサンシャインシティ（オープニング、物産展、ＰＲステージ）
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（２）中小・小規企業の働き方改革並びに経営基盤強化の推進

（イ）中小・小規模企業の生産性向上・経営安定化の推進

○健康企業宣言事業の実施

企業の「健康増進」に関する意識高揚に向け 「健康企業宣言」の参加を募り、健康に関す、

る情報提供を行ったほか、企業における健康管理の重要性に関するセミナーを開催

［健康企業宣言］

登録企業 ３３３社

［健康企業セミナー］

（火）日 時 平成３１年１月２９日

ホテルモントレエーデルホフ札幌場 所

参加者 ７５名

講 演 経営者が社員の健康に気を付けるとトクする３つの事

ケアプロ（株）代表 川 添 高 志 氏

アクサ生命の健康経営アドバイザーの取組み

アクサ生命保険（株）札幌支社長 大 西 治 氏

検 査 簡易血糖値検査の実施 受信者３９名

検査結果に基づくアンケート調査の実施

○生産性向上事例紹介セミナーの開催

札幌商工会議所生産性向上特別委員会及び函館商工会議所と連携し、省力化・見える化な

ど効率の向上や、顧客対応強化・新顧客の開拓による付加価値の向上など、ＩＴを活用し

た事例を紹介するセミナーを開催

［札幌商工会議所生産性向上特別委員会との連携］

①第１回

日 時 平成３０年６月６日（水）

場 所 北海道経済センター

参加者 ７２名

講 話 １．クラウド活用による業務効率改善と、案件及び収支の見える化

日美装建（株）代表取締役 大 澤 寛 晃 氏

ＩＴ事業部室長 長谷川 慎 氏

２．サービス等生産性向上ＩＴ導入支援事業（ＩＴ導入補助金）について

経済産業省北海道経済産業局

地域経済部情報・サービス政策課長補佐 吉 田 有 一 氏

３．消費税軽減税率対策補助金について

経済産業省北海道経済産業局

産業部中小企業課長補佐 鈴 木 伸 也 氏

４．業務管理システム普及促進補助金について

札幌市経済観光局産業振興部経済企画課企画係

５．ＩＴ利活用促進事業費補助金について

（一財）さっぽろ産業振興財団 ＩＴ推進課長 山 下 幸 修 氏

６．生産性向上に資する設備投資に対する固定資産税（償却資産）の軽減

について

札幌市経済観光局産業振興部

経済企画課企画係 中 塚 雄一郎 氏
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②第２回

日 時 平成３０年７月２５日（水）

場 所 北海道経済センター

参加者 ６７名

講 話 １．クラウド活用による仕事の『質』改革

税理士法人North Brain 代表社員 前 島 治 基 氏

２．業務改善助成金について

北海道労働局 雇用環境・均等部企画課助成金主任

曽 根 浩 太 氏

３．人材確保等支援助成金（設備改善等支援コース）について

北海道労働局 職業安定部職業対策課 古 田 佳 大 氏

４．生産性向上実務研修について（従業員向け集合研修）

札幌商工会議所

５．生産性向上支援訓練のポイントについて

ポリテクセンター北海道 調査役 大 橋 正 憲 氏

６．オープンＡＰＩの提供、及びフィンテックサービスとの連携について

（株）北洋銀行 フィナンシャルマーケティング部

FinTech戦略グループ管理役 佐々木 勉 氏

③第３回

日 時 平成３０年８月２９日（水）

場 所 北海道経済センター

参加者 ６６名

講 話 １．i-Constructionの活用に向けた取り組み

伊藤組土建（株）土木部工事課 千 葉 貴 久 氏

２．i-Constructionによる施工の効率化、生産性向上への取り組み

（株）砂子組 企画営業部長（兼）ICT施工推進室長

真 坂 紀 至 氏

④第４回

日 時 平成３０年９月５日（水）

場 所 北海道経済センター

参加者 ４４名

講 話 １．自社開発の配送支援システムを活用した、業務効率改善と配送品質の向上

（株）シズナイロゴス 代表取締役社 伊 藤 功一郎 氏

２．人工知能（AI）を活用した介護計画づくり指南による職員負担の大幅軽減

（株）さくらコミュニティサービス 代表取締役 中 元 秀 昭 氏

３．クラウドサービスを活用した介護保険請求及び日常業務の効率化

（株）ヒューマンリンク スーパーバイザー 戸 澤 拓 哉 氏

（株）エス・エム・エス（介護ソフト「カイポケ」提供会社）

⑤第５回

日 時 平成３０年１１月５日（月）

場 所 北海道経済センター

参加者 ７５名

講 話 １．基幹システムの弱点を補うKintone・Garoonの活用

アポロ販売（株）取締役 西岡支店支店長 細 川 昌 俊 氏

総務部 課長 松 永 直 人 氏

２．ＡＩ活用による顧客対応サービスの向上と働き方改革への挑戦

主治医のような社会保険労務士法人 代表社員 岡 本 洋 人 氏
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⑥第６回

日 時 平成３０年１２月１７日（金）

場 所 北海道経済センター

参加者 ６６名

講 話 １．ＡＩによるサツドラホールディングスの働き方・物流改革への挑戦

サツドラホールディングス（株）

インキュベータチームリーダー 杉 山 英 実 氏

２．サツドラ×AI TOKYO LAB AIカメラ応用取り組みの紹介

AI TOKYO LAB（株）CTO兼AI TOKYO LAB 所長 土 田 安 紘 氏

⑦第７回

日 時 平成３１年２月１８日（月）

場 所 北海道経済センター

参加者 ７０名

講 話 １．ＩｏＴで新たなビジネスモデル創出 ＩｏＴとＡＩを融合した事業改革

エコモット（株）経営企画部

マーケティンググループ マネージャー 國 塚 篤 郎 氏

２．ＩｏＴの導入による空調メンテナンスサービスの革新

日美装建（株）ＩＴ事業部室長 長谷川 慎 氏

※コーディネーター（全７回共通）

札幌商工会議所 専門相談員・ＩＴコーディネーター 石 塚 真 彰 氏

〃 風 間 孝 啓 氏

［函館商工会議所との連携］

日 時 平成３０年１２月１２日（水）

場 所 函館商工会議所

参加者 １５名

講 話 １．中小企業のＩＴ利活用と国の支援策

ＩＴコーディネータ 川 田 博 仁 氏

２．ＲＦＩＤの活用で１次産業（農業）の管理精度と生産性を向上

アドバイザー：ＩＴコーディネータ協会 理事 市 村 淳 一 氏

（ 株）ミュートネット 代表取締役）（

発表者： 株）アプレ ナレッジマネジメント部長（

アグリ・コネクションズ（株）代表取締役

高 森 満 氏

３．ＩＴ活用による生産性向上支援事業について

○エキスパ－トバンク事業（専門家派遣事業）の実施

小規模事業者の経営や技術の強化を支援するため、本連合会が認定・登録した専門家を直接

企業に派遣し、課題等の解決に向け具体的・実践的なアドバイスを行った。

専門家数 １６７名

２３企業２３回派 遣 数

指導内容 経営相談 １０件

事業計画策定 ４件

情報化対策 ３件

創業・新事業展開 ２件

組織管理 ２件

事業承継 １件

商品開発 １件



- 18 -

（ロ）地域の将来を担う人材の確保・活躍の推進

○就職支援システム 「スキャナビ北海道」の運営

登録企業数 ２８４社（平成３１年３月３１日現在）

アドレス https://www.hokkaido.cci.or.jp/scanavi-hokkaido/

○キャリアサポート北海道連携会議の開催

①第４回

日 時 平成３０年５月２３日（水）

場 所 札幌グランドホテル

出席者 ４５名

議 題 １．道商連人材確保育成事業について

２．各大学の就職支援状況および大学と企業の連携強化に向けた意見交換

②第５回

日 時 平成３０年８月２８日（火）

場 所 ニューオータニイン札幌

出席者 ３８名

議 題 １．道商連人材確保育成事業について

２．各大学の就職支援状況および大学と企業の連携強化に向けた意見交換

○スキャナビフォーラムの開催

日 時 平成３０年１０月１９日（金）

場 所 ホテルモントレ札幌

参加者 大学 １３校 １８名

企業 ４０社 ５６名

パネルディスカッション

テーマ 情報とホンネの共有から、企業と大学の

新たなカタチを探る

パネリスト

札幌大谷大学 社会学部地域社会学科教授 平 岡 祥 孝 氏

北海学園大学 キャリア支援センター事務長 河 井 裕 司 氏

（株）アルファビジネス 代表取締役会長 海 野 均 氏

滝澤ベニヤ（株） 代表取締役専務 瀧 澤 貴 弘 氏

コーディネーター

札幌商工会議所 人材確保・活用委員会副委員長

（株）桐光クリエイティブ 代表取締役 吉 田 聡 子 氏

情報交換会

○キャリアセンター訪問バスツアーの開催

日 時 平成３０年１２月４日（火）～５日（水）

場 所 藤女子大学、札幌国際大学、北星学園大学、北海商科大学、北海学園大学

参加者 ９名

○人材確保に向けた情報発信力・採用力向上セミナーの開催

①稚内開催

日 時 平成３０年４月２５日（水）

場 所 宗谷経済センター

参加者 １８名

スキャナビフォーラム
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②旭川開催

日 時 平成３０年１０月２９日（月）

場 所 駅前交流プラザ「よろーな」

参加者 １０名

③北見開催

日 時 平成３０年１１月２８日（水）

場 所 北見経済センター

参加者 ２０名

④室蘭開催

日 時 平成３１年２月２７日（水）

場 所 室蘭市中小企業センター

参加者 ７名

○社会人講座授業の実施（札幌国際大学との連携事業）

①第５回社会人講座

日 時 平成３０年１１月２１日（水）

場 所 札幌国際大学

受講者 札幌国際大学２年生・短期大学１年生 １５８名

担当青年部 北見・留萌・紋別

学生企業訪問報告座談会②

日 時 平成３１年３月１８日（金）

場 所 札幌国際大学

参加者 １６名

テーマ １．企業訪問で得られた情報の整理、自分の将来について考えたこと

２．地方都市の魅力について

○職業体験・インターンシップ事業への支援

①根室商工会議所青年部

事業名 第６回ねむろまるごとバザール～はたらくクルマ体験展示コーナー

日 時 平成３０年７月１５日（日）

場 所 根室港特設会場

②赤平商工会議所青年部

事業名 赤平工業団地バスツアー

～こんな仕事しってるかな？みんなで見学体験してみよう～

日 時 平成３０年８月１０日（金）

場 所 赤平工業団地

○高校生就活イベント「未来ビュー」への出展

札幌市及び近郊の高校生に対するキャリア学習の機会として開催された「未来ビュー」と

連携し、各地会員企業が様々な業種の仕事を体験するブースを出展

日 時 平成３０年９月１２日（水）～１３日（木）

場 所 アクセス札幌

参加者 企業３４社（内、道商連からの参加５社）

高校１０８校 ３,８６３名
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○漫画冊子「ただいま工事中 建築工事編」動画版の制作

建設業の人材確保に向けて、これまでに製作した業界ＰＲ

漫画冊子「ただいま工事中（建築工事編 」について、）

北海道建設業協会等と共同で動画版を制作し、道内公立高

校等にＤＶＤを送付したほか、YouTube等で公開

企 画 札幌建設業協会、札幌商工会議所

北海道商工会議所連合会

制 作 （有）エアーダイブ

ＵＲＬ http://www.sakkenkyo.jp/

（ハ）地域の将来を担う経営人材の育成

○経営トップから直に聞く！シリーズセミナーの開催

第１回①

日 時 平成３０年６月１２日（火）

場 所 ニューオータニイン札幌

参加者 １７２名

テーマ 地域重視型経営～地域と共に歩み存続する

講 師 （株）セコマ

代表取締役社長 丸 谷 智 保 氏

第２回②

日 時 平成３０年７月２０日（金）

場 所 札幌パークホテル

参加者 １１９名

テーマ 生きる

講 師 （株）大創産業

ファウンダー 矢 野 博 丈 氏

第３回③

日 時 平成３０年８月７日（火）

場 所 札幌パークホテル

参加者 １２６名

テーマ ツーリズム産業の過去・現在・未来

講 師 （株）ＪＴＢ

代表取締役会長 田 川 博 己 氏

第４回④

日 時 平成３０年９月１２日（火）

場 所 ホテルモントレエーデルホフ札幌

参加者 ９７名

テーマ モスのこころ 食を通じて人を幸せにする

講 師 （株）モスフードサービス

代表取締役会長 櫻 田 厚 氏

第５回⑤

日 時 平成３０年１０月４日（木）

場 所 ホテルモントレエーデルホフ札幌

参加者 ９４名

テーマ 人間を磨き、格を高める経営

講 師 （株）ＡＯＫＩホールディングス

代表取締役会長 青 木 擴 憲 氏

第１回講師 丸谷氏

第２回講師 矢野氏

第３回講師 田川氏

第４回講師 櫻田氏

第５回講師 青木氏

ただいま工事中（建築工事編）

※（一社）札幌建設業協会HP
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（ニ）ものづくり産業活性化の促進

○ＩＴ企業との交流会の実施

札幌商工会議所と連携し、ＩＴ企業とものづくり・小売・サービス企業との交流会を開催

した。

①情報×ものづくり交流会

日 時 平成３０年９月３日（月）

場 所 北海道経済センター

事例紹介 ものづくり企業のＩＴ導入に向けた取組紹介

ＩＴコーディネータ 風 間 孝 啓 氏

制度説明 １．ＩＴ導入補助金ならびにＩＴコーディネータの活用について

ＩＴコーディネータ 石 塚 真 彰 氏

２．生産性向上特別措置法に基づく特例措置の概要

札幌市経済観光局 産業振興部経済企画課 中 塚 雄一郎 氏

②情報×小売・サービス交流会

日 時 平成３０年１０月３日（水）

場 所 北海道経済センター

事例紹介 小売・サービス事業所のＩＴ導入事例紹介

ＩＴコーディネータ 風 間 孝 啓 氏

制度説明 ＩＴ導入補助金、軽減税率対策補助金、ＩＴコーディネータの活用に

ついて

ＩＴコーディネータ 石 塚 真 彰 氏

○ビジネスＥＸＰＯ２０１８への出展

ビジネスＥＸＰＯに「道商連ものづくりコーナー」を出展し、北海道のものづくりの活性化

を図るとともに、新規販路の開拓・拡大を図った。

今年度は、産業の主要課題である「付加価値の創出、最大化」に焦点を当て、ＩｏＴ、

ＡＩをはじめとしたデジタル技術による生産性向上システムの他、 を北海道胆振東部地震

受けて、減災・防災に有効な道内製品・ソリューションの普及促進を目的としたものづく

り企業のための技術・製品の展示を行った。

日 時 平成３０年１１月８日（木）

～９日（金）

場 所 アクセスサッポロ

来場者数 ２１，２００名

（ビジネスＥＸＰＯ全体）

（ホ）環境・エネルギー産業活性化の促進

○セミナー・情報交換会の開催

環境・エネルギービジネスセミナー・情報交換会（道東地域）①

平成３０年１１月２０日（火）日 時

北見経済センター場 所

参加者 ３８名

環境・ビジネスにおける最近のトレンドについてテーマ

～Ｆｉｔ後の自家消費としての太陽光発電や２０１９年問題、

蓄電池の活用～

ビジネスＥＸＰＯ



- 22 -

（株）日本総合研究所 リサーチ・コンサルティング部門講 師

コミュニティ＆インフラデザイングループ

シニアマネジャー 前 田 直 之 氏

メタン直接改質技術によるメタン系資源の高度利用意見交換 １．

～メタンからクリーンな水素製造。牛舎やバイオマスで高度利用

国立大学法人北見工業大学 工学部地球環境工学科

准教授 岡 﨑 文 保 氏

再生可能エネルギー大量導入に向けたニーズと京セラの取組みに２．

ついて

京セラ（株） ソーラーエネルギー事業本部

ソーラーエネルギーマーケティング事業部 マーケティング部

副責任者 小 幡 聡 德 氏

情報提供 電力小売の全面自由化について

北海道経済部 産業振興局環境・エネルギー室主任 山 口 穣 二 氏

環境・エネルギービジネスセミナー・情報交換会（道北地域）②

平成３０年１１月２１日（水）日 時

道北経済センター場 所

参加者 ３４名

環境・ビジネスにおける最近のトレンドについてテーマ

～地産地消・地域新電力のスマートコミュニティづくりや

蓄電池としてのＥＶ、今後の企業活動に求められる「ＲＥ１００」～

株）日本総合研究所 リサーチ・コンサルティング部門講 師 （

コミュニティ＆インフラデザイングループシニアマネジャー

前 田 直 之 氏

横浜市藤沢・綱島ＳＳＴにおけるまちづくりへの取り組み意見交換

パナソニック 株） エコソリューションズ社（

エンジニアリングセンター都市・空間ＶＲ推進課

課長 大 石 智 久 氏

情報提供 電力小売の全面自由化について

北海道経済部 産業振興局環境・エネルギー室主任 山 口 穣 二 氏

環境・エネルギービジネスセミナー・情報交換会（道南地域）③

平成３０年１２月７日（金）日 時

函館経済センター場 所

参加者 ２６名

環境・ビジネスにおける最近のトレンドについてテーマ

～今後の企業活動に求められる環境対応・省エネ・コストダウン～

（株）日本総合研究所 リサーチ・コンサルティング部門講 師

環境・エネルギー・資源戦略グループ

マネジャー 松 島 悠 人 氏

「電力みえる化クラウドシステム」開発の取組みについて意見交換 １．

（一財）北海道電気保安協会 営業部ソリューション営業Ｇ

担当部長 住 吉 保 之 氏

ＡＲＩＧＡグループ（ 株）有我工業所・ 株）アリガプランニング）２． （ （

の取り組み

～積雪寒冷地型「ＺＥＢ（ゼロ・エネルギー・ビル 」の実現等～）

（株）有我工業所札幌本店営業副本部長 伊 藤 治 彦 氏
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情報提供 電力小売の全面自由化について

北海道経済部 産業振興局環境・エネルギー室

主任 山 口 穣 二 氏

環境・エネルギービジネスセミナー・情報交換会（道央地域）④

平成３１年１月２８日（月）日 時

ニューオータニイン札幌場 所

参加者 ５０名

環境・エネルギービジネスにおける最近のトレンドについてテーマ

～災害に強いスマートコミュニティの実現に向けて

（株）日本総合研究所 リサーチ・コンサルティング部門講 師

マネジャー 大 島 裕 司 氏

札幌都心のまちづくりとエネルギーマスタープランについて意見交換 １．

札幌市まちづくり政策局都心まちづくり推進室

エネルギープロジェクト担当課長 常 川 素 以 氏

創世エネルギーセンターの概要２．

（株）北海道熱供給公社 札幌駅南口エネルギーセンター

課長補佐 前 佛 隆 広 氏

情報提供 電力小売の全面自由化について

北海道経済部 産業振興局環境・エネルギー室 主幹 長 島 正 己 氏

視察会 創世エネルギーセンター

○環境産業参入支援講習の開催

環境・エネルギー産業に参入する上で、事業化検討段階から市場参入に至る各プロセスにお

けるポイント等に注目し、北海道における環境産業への参入の方法について、①環境産業の

動向・参入プロセス、②スマートコミュニティ関連分野、③省エネ分野、④リサイクル分野

の全４回で講習を実施

日時・場所 ①平成３０年１０月５日（金） ホテル札幌ガーデンパレス

②平成３０年１０月１９日（金） ホテル札幌ガーデンパレス

平成３０年１１月２日（金） ホテル札幌ガーデンパレス③

④ 北海道経済センター平成３０年１１月１６日（金）

株）日本総合研究所 リサーチ・コンサルティング部門講 師 （

コミュニティ＆インフラデザイングループシニアマネジャー

前 田 直 之 氏

ゲスト講師 平成２９年度事業化支援コンサルタント育成講習修了者

（株）北海道ＰＶＧＳ 代表取締役 垰 本 泰 隆 氏

（株）ＫＩＴＡＢＡ サブプロジェクト

マネージャー 武 田 亘 典 氏

受講者 ８社

環境・エネルギービジネスセミナー・情報交換会（道央地域）及び視察会
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（３）観光振興対策の推進

（イ）来道観光客の受入環境整備促進

○「外国人観光客受入強化に関する提言」の策定並びに関係機関への提出

道商連観光振興委員会が中心となり、急増する来道外国人観光客に対し、中長期な視点で

必要なハード・ソフト両面の整備について提言を策定し、関係機関へ提出した。

策定日 平成３０年６月７日（木）

提出日 平成３０年７月１２日（木）

提出先 和泉北海道開発局長

牧野北海道経済産業局長

阪本北海道運輸局次長

高橋北海道知事

依田鉄道建設・運輸施設整備支援機構

北海道新幹線建設局長

島田北海道旅客鉄道株式会社

代表取締役社長

提出者 岩田会頭

木村観光振興委員長（登別会頭）

阿部観光振興副委員長（倶知安会頭）

上田観光振興副委員長（浦河会頭）

○平成３０年度観光連絡担当者会議の開催

日 時 平成３０年１１月１９日（月）～２０日（火）

場 所 ニューオータニイン札幌

参加者 ２１名（２０商工会議所）

内 容 １ 「外国人観光客受入強化に関する提言」について．

２．道内７空港の運営一括民間委託に向けて

３．商工会議所における観光振興の取り組み強化に向けて

日本商工会議所 地域振興部長 五十嵐 克 也 氏

４．ゲスト交流・ディスカッション

Yuki Kamui（株） 代表取締役 ジョン グライナー 氏

（株）北海道宝島旅行社 代表取締役社長 鈴 木 宏一郎 氏

シーダースコミュニケーションズ（株）

代表取締役社長 高 橋 正 昇 氏

日本商工会議所 地域振興部長 五十嵐 克 也 氏

５．道商連の観光事業について

６．観光振興に関するアンケート調査結果について

７．商工会議所における今後の展開について

外国人観光客受入強化に関する提言

観光連絡担当者会議
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○外国語講座の実施

外国人観光客へのホスピタリティ向上に資するべく、ホテル、飲食店、土産品店等を対象に、

挨拶等の言葉の他、生活習慣や考え方を理解して対応するための講座を開催した。

①恵庭会場

日 時 平成３０年７月１０日（火） ［英 語 講 座］

平成３０年８月７日（火） ［中国語講座］

場 所 恵庭商工会議所

参加数 計４９名（英語２８名、中国語２１名）

講 師 M's English 英語接客コンサルタント 馬 上 千 恵 氏

（株）北海道チャイナワーク 統括部長 矢 野 友 宏 氏

アース語学スクール 馬 健 氏

内 容 １．外国人の生活習慣等

２．おもてなし接客会話

３．翻訳アプリの基本操作習得

②釧路会場

日 時 平成３０年１０月１８日（木 ［英 語 講 座］）

平成３０年１１月２０日（火 ［中国語講座］）

場 所 道東経済センター

参加数 計２２名（英語１３名、中国語 ９名）

講 師 （株）北海道チャイナワーク 統括部長 矢 野 友 宏 氏

（有）リトルトゥリー ハミルトン ジョシュア 氏

（株）レプンクル 取締役 鈴 木 康 彦 氏

内 容 １．外国人接客ノウハウ

２．おもてなし接客会話

３．コミュニケーションツール実習

③室蘭会場

日 時 平成３０年１０月２９日（月 ［中国語講座］）

場 所 室蘭市市民会館

参加数 １４名

講 師 （株）北海道チャイナワーク 統括部長 矢 野 友 宏 氏

（株）北海道チャイナワーク 張 佳 崢 氏

（株）ＮＴＴ東日本 遠 藤 継 臣 氏

（株）ネットスターズ 大竹口 氏隆

内 容 １．接客マナー講座

２．翻訳アプリの活用ノウハウ

３．モバイル決済講習

○施設等における外国語表記増加に向けた多言語表示の新規作成

、外国人観光客が増加傾向の中で、道内施設等における多言語表示への取組を支援するため

観光関連施設等におけるニーズを踏まえ、２１種類の多言語表示例を作成した。

併せて、多言語表示の活用におけるガイドライン・ピクトグラム等の情報をまとめ、道商

連多言語表示Ｗｅｂサイトにて公開した。

作成種類 ２１種類（多言語表示１９、多言語対訳のみ２）

対 訳 語 英語、中国語（簡体語・繁体語 、韓国語）
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○第１３回北海道観光マスター検定の実施

試験日 平成３０年１１月２３日（金）

試験会場 道内２０商工会議所

道央 札幌 北海道経済センター

余市 余市商工会議所

岩内 岩内商工会議所

千歳 千歳商工会議所

道南 函館 サン・リフレ函館

室蘭 むろらん広域センター

苫小牧 新苫小牧プリンスホテル

伊達 伊達経済センター

登別 登別商工会議所

道北 旭川 道北経済センター

稚内 宗谷経済センター

富良野 富良野商工会議所

道東 釧路 道東経済センター

帯広 帯広経済センター

北見 北見経済センター

網走 網走商工会議所

紋別 紋別経済センター

遠軽 遠軽町福祉センター

美幌 美幌経済センター

留辺蘂 留辺蘂商工会館

申込者数 ７１９名

受験者数 ６８０名

合格者数 ３５９名

合 格 率 ５２.８％

多言語表示例

北海道観光マスター検定
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○第１３回北海道観光マスター検定受検対策セミナーの実施

①旭川会場 日 時 平成３０年１０月２１日（日）

場 所 道北経済センター

受講者数 ２６名

②札幌会場 日 時 平成３０年１０月２７日（土）

場 所 北海道経済センター

受講者数 １０６名

③苫小牧会場 日 時 平成３０年１０月２８日（日）

場 所 苫小牧市民活動センター

受講者数 ２２名

講 師 札幌国際大学 観光学部国際観光学科教授 吉 岡 宏 高 氏

内 容 １．北海道観光マスターについて

２．北海道の基礎情報

３．北海道の観光地

４．北海道の歴史

５．北海道の祭り

６．北海道の自然

７．北海道の交通網と交通機関

（ロ）魅力ある観光プログラムの創出促進

○留学生観光アドバイザー事業の実施

外国人観光客に安全かつ安心して道内各地を移動してもらうため、鉄道やバス等の公共交通

機関を活用した観光プログラムを創出し、北海道観光の活性化に繋げることを目的に、留学

生２名が考えた旅行プログラム（４泊５日）の一部を事務局が作成した評価シートを用いて

検証した。

日 時 平成３１年１月９日（水）～１０日（木）

場 所 十勝・帯広（ガーデンスパ十勝川温泉、帯広競馬場、北の屋台、幸福駅等）

参加者 ［台湾］ヨウ カイ 氏（札幌国際大学観光学部観光ビジネス学科）

［香港］ホー シーマン 氏（札幌国際大学観光学部観光ビジネス学科）

○サイクルツーリズムの普及促進

①第１４回サイクル・ツーリズム北海道推進連絡会

日 時 平成３０年９月２８日（金）

場 所 北海道経済センター

出席者 ４２名

テーマ 自転車NAVITIMEの活用による道内サイクルルートの普及について

講 師 （株）ナビタイムジャパン ツーリング事業部

部長 見 持 武 志 氏

テーマ 北海道におけるサイクリストの広域的な周遊行動特性（中間案）について

講 師 首都大学東京大学院 都市環境科学研究科 観光科学域

博士前課程２年 西 村 圭 太 氏

留学生観光アドバイザー事業
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②サイクリングガイドブックの作成

作成部数 ８，０００部（平成３１年２月発行）

Ｐ Ｒ サイクル・ツーリズム北海道推進連絡会Webサイトに掲載

（http://www.hokkaido.cci.or.jp/cycletourism-hokkaido/）

サイクルイベント等における配布

③埼玉サイクルエキスポ２０１９への出展

日 時 平成３１年２月１６日（土）～１７日（日）

場 所 さいたまスーパーアリーナ

主 催 埼玉サイクルエキスポ実行委員会

来場者 約２９，０００名（２日間）

内 容 「北海道ブース」を設置し、サイクリングガイドブックを配布、道内各地の

ヒルクライムやグルメフォンド等のイベントをＰＲした。

（４）食関連産業振興対策の推進

（イ）食関連産業の商品開発・販路開拓・拡大促進

○北海道フェアinホーチミン市の開催

経済成長が著しいベトナムにおいて、北海道産食品及び化粧品の販売会と商談会を開催する

とともに、自然景観など観光資源をＰＲした。

①販売会

日 時 平成３１年１月１７日（木）～２月２８日（木）

場 所 ホーチミン高島屋（ベトナム・ホーチミン市）

商品数 ３１種（食品２５、化粧品６）

②商談会

日 時 平成３１年１月１８日（金）

場 所 Rex Hotel Saigon（ベトナム・ホーチミン市）

出展者数 ２０社

来場バイヤー等 ２１０名

名刺交換数 ３７５件

ガイドブック HOKKAIDO CYCLE TOURISM ～自転車で旅する北海道～

埼玉サイクルエキスポ２０１９ 会場全体・北海道ブース



- 29 -

○ＦＯＯＤ ＨＯＫＫＡＩＤＯ ２０１８～北海道 食の輸出大商談会～への参画

日 時 平成３０年８月２８日（火）～２９日（水）

場 所 札幌パークホテル

主 催 札幌商工会議所、ＪＥＴＲＯ北海道 他

招聘バイヤー ４社

商談企業 ５８社

○個別商品磨き上げ相談会の実施

首都圏スーパーマーケットで売れる商品・定番商品づくりに向け、商品開発力及びマーケテ

ィング力の強化を支援することを目的に、東京から招聘した専門家とスーパーマーケットト

レードショー参加の道内食品事業者との間で 「個別商品磨き上げ相談会」を実施した。、

日 時 平成３０年１０月１６日（火）～１７日（水）

場 所 北海道経済センター、札幌すみれホテル

参加者 １３社

○第５３回スーパーマーケット・トレードショー２０１９への出展

道商連が中心となり北海道ブランド販路開拓・拡大実行委員会を組織し、食品流通業界に最

新情報を発信する展示商談会に「北海道コーナー」を開設した。道内食品事業者と全国から

来場したバイヤーとの商談の場を設けた。

日 時 平成３１年２月１３日（水）～１５日（金）

場 所 幕張メッセ

主 催 （一社）全国スーパーマーケット協会

来場者数 ８８，４１２名（３日間 会場全体）

道内出展者数 道内３１市町村１３０社

商談数 ４，７７０件

北海道フェアinホーチミン市（販売会・同オープニングセレモニー、商談会）

個別商品磨き上げ相談会

第５３回スーパーマーケット・トレードショー２０１９「北海道コーナー」
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○マーケット実態視察会の実施

スーパーマーケットトレードショー参加企業より希望者を募り、専門家のコーディネートの

下、川崎市内の有名スーパーマーケット等１０店舗の視察及びスーパーマーケット経営者と

の意見交換を実施した。

日 時 平成３１年２月１６日（土）

視察先 川崎市武蔵小杉駅前

デリド武蔵小杉店、イトーヨーカドーグランツリー、

自然食品Ｆ＆Ｆグランツリー武蔵小杉店、

久世福商店グランツリー武蔵小杉店、大野屋小杉店

成城石井ららテラス武蔵小杉店、九州屋ららテラス武蔵小杉店

大野屋商店武蔵小杉東急スクエア店、マルエツ武蔵小杉店

KINOKUNIYA entree 武蔵小杉店

参加者 ８名

○第３４回北海道産品取引商談会「道商連コーナー」の出展

日 時 平成３０年６月５日（火）～６日（水）

場 所 ロイトン札幌

主 催 （一社）北海道貿易物産振興会、北海道、札幌市

来場者数 ２，１８２名（２日間 会場全体）

出展者数 道内１３市町村２５社

商談数 １５２件

○北のアメ横さっぽろ２０１８～１１月の豊穣祭～への出展支援

日 時 平成３０年１１月１６日（金）～１８日（日）

場 所 アクセスサッポロ

主 催 北のアメ横さっぽろ２０１８実行委員会

来場者数 ５７，０００名（３日間 会場全体）

出展斡旋数 ８社

マーケット実態視察会

第３４回北海道産品取引商談会「道商連コーナー」
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（５）総合交通ネットワークの確立

（イ）北海道新幹線札幌早期開業並びに開業効果拡大の推進

○北海道新幹線札幌開業を見据えた研究会の開催

第１回①

日 時 平成３０年５月３１日（木）

場 所 札幌グランドホテル

参加者 ３２名

テーマ 北海道新幹線開業による経済波及効果と維持・拡大に向けて

講 師 （株）日本政策投資銀行北海道支店

企画調査課長 松 村 智 巳 氏

第２回②

日 時 平成３０年６月８日（金）

場 所 札幌グランドホテル

参加者 ２６名

テーマ 新幹線による新たな交流・連携の可能性

講 師 ほくとう総研 専務理事・主席研究員 横 川 憲 人 氏

第３回③

日 時 平成３１年２月２２日（金）

場 所 札幌グランドホテル

参加者 ３２名

テーマ 「新幹線時代」の迎え方～政治・行政・経済・市民目線の時間軸

講 師 青森大学 教授 櫛 引 素 夫 氏

○北海道新幹線ＬＡＢＯ２０１９の開催

日 時 平成３１年３月２６日（火）

場 所 渡島トンネル、函館新幹線総合車両所 他

参加者 北海道・青森県在住の小学５・６年生 ２３名

見学先 新函館北斗駅、渡島トンネル（村山トンネル）

新幹線総合車両所見学、道の駅なないろななえ

（ロ）高規格幹線道路ネットワークの早期完成の推進

○北海道「命のみち」づくりを求める臨時大会の開催

日 時 平成３０年１１月８日（木）

場 所 ルポール麹町

参加者 １５０名

来 賓 吉川農林水産大臣、塚田国土交通副大臣、

道内選出国会議員 他

意見発表 厚真町副町長 近 藤 泰 行 氏

岩内町長 上 岡 雄 司 氏

北海道新幹線ＬＡＢＯ２０１９

北海道「命のみち」づくり

を求める臨時大会
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北見市長 辻 直 孝 氏

厚岸町長 若 狭 靖 氏

札幌市副市長 吉 岡 亨 氏

北海道の地域とみちをつなぐネットワーク

連携会議代表 田 中 夕 貴 氏

（６）全道大会・連絡会議

（イ）全道大会

○第６８回全道商工会議所大会

日 時 平成３０年７月７日（土）

場 所 釧路センチュリーキャッスルホテル

参加者 ４５０名

①第６８回全道商工会議所大会

提出議案 議案第１号 中小・小規模企業の活力強化

について

議案第２号 地域人材の確保・育成の推進について

議案第３号 外国人観光客受入体制の整備促進について

議案第４号 道内空港の利活用促進並びに整備促進について

議案第５号 鉄路の維持並びに機能強化について

議案第６号 北海道新幹線の札幌早期開業と開業効果拡大について

議案第７号 高規格幹線道路ネットワークの早期完成について

議案第８号 国道・道道、港湾等の整備促進について

議案第９号 医療体制の再構築について

議案第10号 まちづくり対策の推進について

議案第11号 地域振興対策と地域を支える国土強靭化の推進について

議案第12号 電力の安定需給について

議案第13号 国際貿易交渉への対応について

議案第14号 北海道開発の枠組み堅持について

特別提案第１号 北方領土問題の解決並びにロシアとの経済交流の促進

について

②特別講演

テーマ 日本の働き方改革、生産性向上について

講 師 一橋大学大学院商学研究科教授 クリスティーナ・アメージャン 氏

（ロ）連絡会議

○第５３回北海道・東北商工会議所連絡会議

日 時 平成３０年９月４日（火）

場 所 アートホテル旭川

出席者 北海道側：３９商工会議所１連合会１７６名

東 北 側：３７商工会議所 １１６名

意見発表 １．地域創生を主導 歴史と文化を活かしたまちづくり 塩釜 桑原会頭

２．新たな横軸を活用した地域活性化について 福島 渡邊会頭

３．根室商工会議所における外国人技能実習生受け入れ事業について

根室 山本会頭

４．通過型都市からの脱却 恵庭 中泉会頭

全道商工会議所大会
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（７）講習会・研修会等

（イ）職員研修会

○中小企業支援先進事例普及研修会

日 時 平成３０年１０月２４日（水）

場 所 北見ホテル黒部

出席者 ３９名

内 容 １．働き方改革関連法と中小企業の対応

専門コンサルタント・弁護士・特定社会保険労務士

澤 井 利 之 氏

２．働き方改革支援センターについて

北海道働き方改革支援・賃金相談センター

専門コンサルタント・社会保険労務士 根 岸 暢 子 氏

○平成３０年度全道商工会議所経営指導員等研修会

①支援者のための経営力向上手法講座

日 時 平成３０年５月１５日（火）～１６日（水）

出席者 ２１名

②税務相談対応力向上研修（所得税）

日 時 平成３０年６月４日（月）～６日（水）

出席者 ２４名

③経営発達支援事業の進め方～経営状況分析編～

日 時 平成３０年７月２日（月）～４日（水）

出席者 ６名

④観光・地域資源活用による地域活性化の進め方

日 時 平成３０年７月１１日（水）～１３日（金）

出席者 ７名

⑤人事労務管理支援の進め方

日 時 平成３０年７月３１日（火）～８月２日（木）

出席者 １１名

⑥事業承継・廃業支援の進め方

日 時 平成３０年８月２８日（火）～３０日（木）

出席者 １５名

⑦飲食業支援の進め方

日 時 平成３０年９月３日（月）～５日（水）

出席者 １０名

⑧税務・財務診断〔旧）基礎研修Ⅰ〕

日 時 平成３０年９月１０日（月）～１０月５日（金）

出席者 ４名

⑨伴走型支援の進め方

日 時 平成３０年９月２０日（木）～２１日（金）

出席者 ２６名

⑩新規創業・開業支援の進め方

日 時 平成３０年９月２６日（水）～２８日（金）

出席者 １１名

⑪経営改善支援の進め方

日 時 平成３０年１０月２２日（月）～２４日（水）

出席者 １１名

⑫税務相談対応力向上研修（法人税）

日 時 平成３０年１０月２９日（月）～３１日（水）

出席者 １４名
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⑬キャッシュフローと利益・資金計画策定支援

日 時 平成３０年１１月２８日（水）～３０日（金）

出席者 ９名

⑭ＩＴ・ＩｏＴ活用による生産性向上支援

日 時 平成３０年１２月１１日（火）～１３日（木）

出席者 １０名

（ロ）業務別担当者会議

○平成３０度北海道ブロック商工会議所中小企業相談所長会議

日 時 平成３０年１０月２３日（火）

場 所 北見ホテル黒部

出席者 ４０名

説 明 １．日本商工会議所からの説明

日本商工会議所 中小企業振興部主任調査役 鎌 田 藤 胤 氏

日本商工会議所 中小企業振興部 長 屋 知 樹 氏

２．中小企業のためのＢＣＰ策定支援について

３．経営革新等支援機関・経営発達支援計画について

北海道経済産業局 産業部中小企業課長補佐 保 苅 素 子 氏

４．道商連からの情報提供

○事業所・カルテ管理システム管理者連絡会議

日 時 平成３０年１１月１日（木）

場 所 北海道経済センター

出席者 ３６名

説 明 １．商工会議所の情報セキュリティ対策について

日本商工会議所 情報化推進部課長 岡 本 大 輔 氏

２．商工会議所ＩＴ導入事例について

大阪商工会議所 経営情報センター課長 古 川 佳 和 氏

３．道商連カルテ管理システムについて

（ハ）巡回相談 稚内商工会議所 他 ３１回

（ニ）補助金審査会

○小規模事業指導推進費補助金審査会

①平成２９年度実績報告審査会

日 時 平成３０年４月１６日（月）～１８日（水）

場 所 北海道経済センター

②平成３０年度交付申請審査会（書類審査）

日 時 平成３０年５月７日（月）～１８日（金）

③平成３０年度変更申請審査会

日 時 平成３１年１月２３日（水）～２５日（金）

場 所 北海道庁

（ホ）調査研究 ・中小企業景況調査

・全道商工会議所業界動向調査

・全道商工会議所の現状調査

・小規模事業指導実施の状況に関する調査

・平成３１年度補助金要望調査

・全道商工会議所会頭アンケート調査 他
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（ヘ）刊行物

・平成３０年 ４月号○道商連情報

・平成３０年 ７月号

・平成３０年１０月号

・平成３１年 １月号

○中小企業景況調査報告書

・第１４９回 平成３０年 ４月

・第１５０回 平成３０年 ７月

・第１５１回 平成３０年１０月

・第１５２回 平成３１年 １月

（８）そ の 他

（イ）北海道胆振東部地震復興支援に係るＰＲ活動

北海道胆振東部地震発生後風評被害等により大きな被害を受けたホテル、旅館、食材納入業

者等観光関連企業及び飲食業等に対する支援として、道内各地への旅行を呼びかけるＰＲ広

告を新聞等に掲載した。また、北海道のご当地キャラクター「ジンくん」とコラボし、北海

道まるごとフェアinサンシャインシティにおいて、バッチ

を募金協力者に配布するとともに、北海道の元気な日常を

発信する動画「元気です○○市・町」の製作・放映し、合

わせてYouTubeへの投稿を行った。

○新聞

読売新聞全国版夕刊 テレビ面下１０段カラー

掲載日 北海道・北陸 （木）平成３０年１１月１日

西部 （金）平成３０年１１月２日

大阪 （火）平成３０年１１月６日

東京 （土）平成３０年１１月１０日

北海道新聞全道版朝刊 １０段カラー

掲載日 （木）平成３０年１１月８日

○航空会社機内誌

ＪＡＬ機内誌 「ＳＫＹＷＡＲＤ」国内線本文１Ｐ

掲載日 ２０１９年１月号

ＡＮＡ機内誌「翼の王国」国内線本文１Ｐ

掲載日 ２０１９年１月号

ＡＩＲＤＯ機内誌「ｒａｐｏｒａ（ラポラ 」本文１Ｐ）

掲載日 ２０１９年１月号

日本商工会議所機関誌月刊「石垣」本文１Ｐ

掲載日 ２０１９年１月号

○募金及び誘客活動

募金総額 ３９万円（日本赤十字社へ寄託）

元気ですＰＲ動画ＵＲＬ

https://www.youtube.com/channel/

UCdQLlqN207-yJPI-lvDsapw
新聞・航空会社機内誌広告
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（ロ）大会等

○第７６回全道珠算競技大会

日 時 平成３０年９月１６日（日）

場 所 サン・リフレ函館

参加者 ２８６名

（ハ）後援・協賛 第６３回全十勝珠算競技大会 他 ５７件

（ニ）関係団体

○本連合会に事務局を設置している関係団体

・北海道新幹線建設促進期成会

・北海道高速道路建設促進期成会

・新千歳空港建設促進期成会

・北海道地域航空推進協議会

・北海道エネルギー対策協議会

・北海道産業団体協議会

・札幌丘珠空港整備促進協議会

・日本珠算連盟北海道ブロック協議会

・北海道商工会議所青年部連合会

・北海道商工会議所女性会連合会

・サイクル・ツーリズム北海道推進連絡会

・エイチ・イー・エス推進機構

・エコアクション２１地域事務局北海道

・北海道グリーン・コミュニティ推進ネットワーク

募金活動 動画「元気です○○市・町」ジンくんバッジ
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Ⅲ．関 係 団 体 事 業 活 動

（昭和４４年１２月９日設立）１．北海道新幹線建設促進期成会

北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）が開業し、多くの方々に新幹線を利用してもらうため、

各種イベントへの参加等による広報・ＰＲ活動を通じ、北海道新幹線の優位性等を道内外に広くア

ピールした。

また、北海道新幹線の１日も早い札幌早期開業を目指し、関係省庁や国会議員等に対し、北海道

新幹線の必要性等を様々な機会を通じて強く訴えた。

平成３０年度は、北海道新幹線札幌開業を見据えた研究会を立ち上げ、北海道新幹線の２次交通

や地域の公共交通の利用促進等をテーマに、沿線自治体や期成会に対し３回勉強会を開催した他、

開業日である３月２６日には、次代を担う子供達に北海道新幹線に興味をもってもらい、北海道と

青森相互の交流を深めることを目的として、北海道・青森県在住の小学生５～６年生を対象に、新

幹線のトンネル工事現場や車両基地を見学する「北海道新幹線ＬＡＢＯ２０１９」を実施した。

［平成３０年度新規工事区間］

・二股トンネル （ １．５ｋｍ 八雲町）

・磐石トンネル （ ４．５ｋｍ 八雲町）

・祭礼トンネル （ ２．０ｋｍ 八雲町）

・立岩トンネル （１７．０ｋｍ 八雲町、長万部町）

・幌内トンネル （ ０．５ｋｍ 長万部町）

・豊野トンネル （ １．７ｋｍ 長万部町）

・内浦トンネル （１５．６ｋｍ 黒松内町、蘭越町）

・羊蹄トンネル （ ９．８ｋｍ ニセコ町、倶知安町）

・札樽トンネル （２６．２ｋｍ 小樽市、札幌市）

（昭和４５年８月２４日設立）２．北海道高速道路建設促進期成会

全国と比較して大きく立ち後れている本道の高速道路の整備促進を図るため、北海道及び関係市

町村・団体との密接な連携のもと、政府・関係機関・本道選出国会議員に対し、必要な予算の確保

と高速道路ネットワークの早期整備について強く要望した。

平成３０年度は、整備促進についての理解を深める活動並びにより一層の利用促進を図るため、

全国組織である全国高速道路建設協議会や道内の関連団体と連携し、全国大会への参加や要望活動

を実施した他、東京にて北海道「命のみち」づくりを求める臨時大会を開催した。また、広報・

ＰＲ活動やリレーシンポジウムを実施するとともに、日高自動車道「日高門別ＩＣ～日高厚賀ＩＣ

間」開通式をはじめ、各地の利用促進事業を支援するなど、あらゆる機会を通じ地域の実情を踏ま

えた整備促進を訴えた。

［平成３０年度新規開通区間］

・日高自動車道 日高門別～日高厚賀（１４．２ｋｍ） 平成３０年４月２１日（土）開通

・後志自動車道 余市～小樽 （２３．３ｋｍ） 平成３０年１２月８日（土）開通

・釧路外環状道路 釧路東～釧路別保 （ ６．９ｋｍ） 平成３１年３月９日（土） 開通
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（昭和４７年４月３日設立）３．新千歳空港建設促進期成会

新千歳空港全体計画の早期完成をはじめ、第７次空港整備計画に盛り込まれた滑走路の延長（３，

５００ｍ）整備等の早期完成や、ＣＩＱ体制の拡充を図るため、政府・関係機関等に対し、要望活

動を実施した。

平成３０年度は、従来より作成の｢北海道１３空港ＰＲパンフレット｣を新たにＷｅｂページ上で

公開し１３空港を広くＰＲするとともに、旅行者の利便性向上に向けた事業を展開した(北海道地

域航空推進協議会との共同事業 。）

また、深夜・早朝時間帯発着枠の活用に向けた空港連絡バス実証運用結果報告書を公表し、総合

的な２次交通整備の必要性を周知した。

（ 設立）４．北海道地域航空推進協議会 平成３年２月１２日

本道における地域航空ネットワークの形成を推進するため、道内各空港並びに関係自治体・商工

会議所・団体・企業と連携し活動を展開した。

平成３０年度は、従来より作成の｢北海道１３空港ＰＲパンフレット｣を新たにＷｅｂページ上で

公開し１３空港を広くＰＲするとともに、利便性向上に向けた事業を展開した(新千歳空港建設促

進期成会との共同事業 。）

また、各空港・自治体等が実施した利用促進事業等に対して７件の支援を行った。支援事業のう

ち、２件は空港間連携事業への支援、１件はＬＣＣの道外路線新規就航に伴う支援を行うなど、空

港・航空路線の利用促進および路線拡充に向けた取り組みを重点的に進めた。

（昭和４８年２月２３日設立）５．北海道エネルギー対策協議会

本道における長期的かつ安定的なエネルギーの確保、資源循環型社会や低炭素社会の実現等に寄

与するべく、関係団体と密接な連携のもと事業に取り組んだ。

平成３０年度は、エネルギー講演会としてエネルギー関係団体等との共催で講師に外交・安全保

障評論家でキャノングローバル戦略研究所研究主幹の宮家邦彦氏を招き、エネルギーをめぐる国際

情勢とその展望について解説いただいた。

また、広報ＰＲ活動として、北海道エナジートーク２１等と連携し、倶知安においてエネルギー

講演会を開催した他、地熱バイナリー発電やさっぽろ創世スクエアのコジェネシステム、メタンハ

イドレート生産技術、被災後に運転再開した苫東厚真発電所などの「環境・エネルギー視察会」を

計４回実施した。

（平成１７年２月１８日設立）６．北海道産業団体協議会

本協議会は、道内産業の活性化に寄与するため、第一次産業界と経済界との連携強化を目的に設

立された。構成団体相互による情報交換をはじめ、地域資源を活用した産業に関する調査等を行う

他、農商工連携の一環として道産品の販路開拓・拡大支援にも努めている。

平成３０年度は 「国際貿易交渉進展による北海道への影響」をテーマに、経済８団体専務理事、

会議と合同で、意見交換会を開催した。

また、北海道エネルギー対策協議会主催の「環境・エネルギー視察会」に参加し、地球温暖化・

エネルギー問題に取組んでいる企業の関連施設の視察を行った。その他、関係諸団体と協力し、道

産食品の販路開拓・拡大や道内観光の底上げを目的とした事業に対し後援等を通じて支援を行った。
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（平成４年５月１１日設立）７．札幌丘珠空港整備促進協議会

札幌丘珠空港の高度利用を図るため、その整備を促進し、道内航空網の拡大と本道地域経済の活

性化に寄与するため、関係団体との連携の下、同空港の路線維持・利用促進・整備促進に関する要

望活動を実施した。

（昭和５１年２月２８日設立）８．日本珠算連盟北海道ブロック協議会

本道の商工技術の振興を図るため、各地連盟、関係商工会議所等の協力を得て、函館市において

「第７６回全道珠算競技大会」を開催し、２８６名の参加者を得た。

また、北海道ブロック懇談会及び珠算指導者講習会を開催し、珠算指導者の資質の向上を図ると

ともに、各地珠算競技大会の後援・協賛等を通じて珠算人口の増加、技能の向上に努めた。

（昭和６２年６月５日設立）９．北海道商工会議所青年部連合会

商工会議所青年部の結成促進、全道組織・全国組織への加入促進を図るため、各地青年部と連携

し、組織強化のための事業を実施した。現在２５商工会議所に青年部が設置されている。

平成３０年度は、１０月に美幌町において北海道ブロック大会を開催し、来賓、日本商工会議所

青年部役員、全道の青年部など６０２名が参加した他、日本商工会議所青年部との連携により、

１１月に帯広市において全国会長研修会を開催し、全国の青年部会長など１，５８９名が参加した。

青年部の組織されていない商工会議所また、道内商工会議所青年部の設立促進を図るべく、

に対し、青年部設立に向け働きかけを行い、１０月に苫小牧商工会議所に青年部が設立された。

（平成５年４月８日設立）10．北海道商工会議所女性会連合会

女性経営者の立場から、新しい北海道の創造に向け道内経済の振興を図るとともに、道内１９商

工会議所女性会の資質向上や、地域商工業の改善・発展に寄与するため、当面する諸問題について

意見交換を行った。

平成３０年度は、１０月に旭川市において商工会議所女性会研修交流会を開催し、１９１名が参

加した他、各ブロックの女性会の相互の交流と連携を図るため、ブロック別研修会を８月に苫小牧

市、１０月に石狩市においてそれぞれ開催した。

（平成２４年８月９日設立）11．サイクル・ツーリズム北海道推進連絡会

のサイクリング観光客誘致に向けて、各地のサイクルルート等を掲平成３０年度は、道内へ

載した冊子を作成（８，０００冊）した。ナビタイムジャパンの提供する自転車専用スマホ

アプリ「自転車ＮＡＶＩＴＩＭＥ」では、北海道で初めて本冊子のルートが掲載され、ルー

トの検索やナビゲーションが可能となった。

、また、国内最大級のサイクルイベントである「埼玉サイクルエキスポ２０１９」に出展し

本冊子や各地のルートマップなど普及を行った。
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（平成１６年７月２０日設立）12．エイチ・イー・エス推進機構

道内中小企業向けの「北海道環境マネジメントシステムスタンダード（ＨＥＳ 」の普及促進を）

図り、平成３０年度は新たに４件が認証取得し、計９８件となった。

また、平成３０年６月より適用開始となったＨＥＳシステム規格（第３版）について、統一した

規格の解釈・理解を図ることを目的に、ＨＥＳ登録審査員、判定委委員および各地会議所環境マネ

ージャーを対象とした研修会を開催した。

【認証登録事業者数】９８件（ステップ１：７８件、ステップ２：１０件、産廃規格：１０件）

（平成１９年５月１日設立）13．エコアクション２１地域事務局北海道

環境省が策定した「エコアクション２１認証・登録制度」の北海道事務局として、エコアクショ

ン２１の普及啓発を図り、平成３０年度は新たに４件が認証取得し、計９２件となった。

また 「エコアクション２１認証・登録１０年継続事業者様の表彰式」を開催し、認証・登録、

を１０年継続された２社の道内事業者に対し、感謝状及び記念品を贈呈した。

【認証登録事業者数】全国：７，９４５件／道内：９５件(内、北海道事務局取扱９２件)

（平成２５年６月１３日設立）14．北海道グリーン・コミュニティ推進ネットワーク

本道の特色を活かした環境・エネルギー分野の技術・製品の開発を促進するとともに、国内外に

向けた普及、拡大を推進するため、平成３０年度は、道内の環境産業関連事業者を対象に、１１月

から１月にかけて札幌、北見、旭川、函館の４地域において「環境・エネルギービジネスセミナー

・情報交換会」を開催した。

また、１１月に開催された北海道最大級のビジネスイベント「北海道技術・ビジネス交流会（ビ

ジネスＥＸＰＯ３２ｔｈ 」に出展し、環境・エネルギービジネスの活性化に向けたマッチングの）

促進と販路拡大に向けた会員企業の技術・製品のＰＲを行った。
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